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母校08らで日野レスリングクラブを結成

助ゴせ東京五輪、滋賀個体

幼
少
時
か
ら
の
一
貫
し
た
指
導
を
実
現

母
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら

本
紙
で
も
何
度
も
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
1
月
、
滋

賀
県
で
初
め
て
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が

日
野
町
で
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
1
2
チ
ー
ム
、
1
0
7
名
の
参

加
が
あ
り
、
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
前
か
ら
活
動
し
て

い
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
幼
少
時
か
ら
成
人
ま
で
の
い
く
つ

か
の
指
導
組
織
を
一
本
化
し
、
「
日
野
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
に
あ
た
っ
て
は
、

歴
代
総
数
2
5
0
人
を
超

え
る
本
校
レ
ス
リ
ン
グ
部

O
B
の
努
力
や
町
行
政
、

商
工
会
な
ど
の
支
援
が
あ

り
ま
し
た
。

会
長
に
は
昭
和
5
8
年

（
1
9
8
3
年
）
　
の
本
校
赴

任
以
来
一
貫
し
て
指
導
し

て
て
ら
れ
た
南
敏
文
先
生
（
5
9
・
大
津
市
在
住
）
が
就
任
。
副

会
長
に
は
教
え
子
1
朝
生
の
園
田
崇
さ
ん
（
昭
6
1
卒
＝
い
ず
れ

も
全
国
大
会
で
活
躍
の
巧
・
新
・
平
3
兄
弟
の
父
親
、
町
内
徳

谷
在
住
）
が
選
出
き
れ
ま
し
た
。

他
に
も
事
務
局
を
も
つ
高
橋
明
善
さ
ん
は
平
成
3
年
卒
。
各

コ
ー
ス
の
代
表
者
も
、
幼
児
コ
ー
ス
に
清
水
隆
之
さ
ん
（
平
1
3

卒
）
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
教
室
（
小
学
生
）
に
門
坂
仁
さ
ん
（
同
）
、

わ
た
む
き
ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
）
に
山
口
光
通
ざ
ん
（
同
）
、
町

レ
ス
リ
ン
グ
部
（
成
人
）
北
岡
秀
王
さ
ん
（
平
1
5
卒
）
を
は
じ
め
、

コ
ー
チ
陣
に
も
加
納
和
彦
さ
ん
・
昭
彦
さ
ん
兄
弟
（
平
1

5
・
18
卒
）

や
女
子
の
新
海
真
美
さ
ん
（
平
1
6
卒
）
な
ど
が
顔
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ
フ
で
幼
少
期
か
ら
一
貫
し
た
指
導
で
選
手

育
成
に
励
む
と
と
も
に
、
レ
ス
リ
ン
グ
以
外
で
も
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
い
れ
、
豊
か
な
心
や
社
会
性
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
の
東
京
五
輪
を
め
ざ
す
園
田
新
さ
ん
（
平
2
5
卒
）
・

平
さ
ん
（
平
2
6
卒
）
を
先
頭
に
、
清
水
博
之
さ
ん
（
平
1

6
卒
）

■
や
倉
本
一
兵
さ
ん
（
平
1
7
卒
）
ら
も
有
望
で
す
。

体力づくりとレクを兼ねて綿向山（1．110m）へ

さ
ら
に
、
2
0
2
4
年
に
は
二
巡
目
の
滋
賀
国
体

叫
憲
予
定
さ
れ
て
お
り
、
日
野
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

か
ら
活
躍
す
る
若
い
選
手
を
み
ん
な
で
応
援
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ク
ラ
ブ
の
指
導
理
念
は
「
一
念
通
天
」
。
レ
ス

リ
ン
グ
で
の
活
躍
は
地
域
の
活
性
化
に
も
責
献

し
て
い
く
　
－
　
同
窓
生
の
熱
い
思
い
が
着
実
に

実
現
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

日野町スポーツ天国の日（2015）にも活躍
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母
校
（
同
窓
会
）
か
ら
の
情
報
発
信
『
渓
泉
』

息
　
　
渓
泉
同
窓
会

今
年
の
夏
は
、
記
録

的
な
猛
暑
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
日
本
選
手

の
活
躍
に
熱
く
燃
え

た
・
・
文
字
通
り
「
暑

い
」
「
熱
い
」
夏
で
し
た
。
よ
う
や
く
秋
を
感
じ
る
頃
と

な
り
ま
し
た
が
会
員
皆
様
に
は
ご
壮
健
に
て
ご
活
廊

の
こ
と
と
拝
察
し
お
吉
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は

渓
泉
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
の
重
要
な
活
動
の
ひ
と
つ
に
、
母
校
（
同
窓

会
）
か
ら
会
員
皆
様
へ
の
情
報
発
信
が
あ
り
ま
す
。
毎

年
発
行
の
同
窓
会
報
『
渓
泉
』
、
こ
れ
は
日
野
高
校
の

今
の
様
子
、
生
徒
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
進
路
の
こ
と
、

各
界
で
活
躍
中
の
卒
業
生
を
紹
介
、
随
時
開
か
れ
る

ク
ラ
ス
会
等
の
様
子
・
・
等
々
、
学
校
や
同
窓
会
の
こ

と
を
広
く
会
員
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
少
し
で
も
母
校

へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら

で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
に
第
一
号
が
発
刊
さ

副
会
長
　
藤
澤
　
政
男
（
昭
和
3
9
年
卒
）

れ
、
そ
の
後
途
切
れ
る
こ
と
な
く
継
続
発
行
さ
れ
今

回
第
七
号
と
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様

に
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し

て
皆
様
か
ら
の
感
想
や
ご
意
見
、
ま
た
投
稿
な
ど
も

寄
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
年

一
回
の
発
行
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母
校
に
関
す
る
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
会
員
皆
様
と
の
絆
が
一

層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
印
刷
、
郵
送
費
等

多
額
の
経
費
を
必
要
と
し
、
継
続
発
行
の
た
め
の
財

源
確
保
が
大
変
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
ま
ず
は
読
ん
で
い
た
だ
き
、
母
校
へ
の

思
い
と
と
も
に
発
行
協
力
金
に
つ
い
て
も
ご
理
解
、

ご
協
力
が
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

「
蒲
生
野
に
文
化
の
使
命
を
に
な
い
一
世
紀
」
歴
史

と
伝
統
を
ほ
こ
る
私
た
ち
の
母
校
日
野
高
校
は
、
ふ

る
里
日
野
地
域
の
「
宝
」
で
も
あ
り
ま
す
。
日
野
高
校

の
存
続
・
充
実
・
発
展
の
た
め
会
員
皆
様
の
お
力
添
え

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
校
に
な
り
、
現
在
1
0
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ど
存
じ
の
よ
う
に
本
校
は
、
そ
の
前
身
に
あ
た
る
日

野
町
立
日
野
裁
縫
学
校
が
明
治
3
8
年
（
1
9
0
5
年
）

に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
今
年
1
1
2
年
目
を
迎
え
る

県
下
で
も
屈
指
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
高
校
で
あ
り

ま
す
。
戦
前
は
女
子
教
育
の
名
門
校
と
し
て
評
価
を

受
け
、
戦
後
は
学
制
改
革
に
よ
り
、
昭
和
2
3
年
に
男

女
共
学
、
普
通
科
の
滋
賀
県
立
日
野
高
等
学
校
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
3
6
年
に
は
商
業
科
が
設

置
さ
れ
、
平
成
の
時
代
に
な
り
、
社
会
の
変
化
と
時

代
の
要
請
を
受
け
て
総
合
学
科
の
高
校
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
総
合
学
科
と
い
う
の
は
平
成
6
年
に
全
国
に

導
入
さ
れ
は
じ
め
た
一
番
新
し
い
学
科
で
す
。
現
在
、

総
合
学
科
は
全
国
に
3
7
0
校
あ
ま
り
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
滋
賀
県
に
も
県
立
7
校
、
私
立
2
校
が
あ

り
ま
す
。
本
校
は
束
近
江
地
域
唯
一
の
総
合
学
科
高

校
と
な
り
ま
し
た
。

総
合
学
科
の
大
き
な
特
徴
は
、
望
ま
し
い
勤
労
観
・

職
業
観
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
と
、
多
く
の
選
択
科
目
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た

科
目
を
選
択
し
て
勉
強
で
き
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
教
育
、
と
り
わ
け
高
校
教
育
に
お
い
て
は
、

高
校
大
学
接
続
に
係
る
入
試
や
教
育
内
容
の
改
革
を

は
じ
め
、
主
権
者
教
育
や
特
別
支
援
教
育
等
々
、
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
同
窓

生
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
に
励
ま
し
支
え
て
い
た
だ

き
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高
校
と
し
て
使
命
を
自
覚
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
教
育
活
動
に
精
励
し
て
参
り
ま

す
。卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
本
校
の
教
育
に

格
段
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
本
校
の
い
っ
そ
う
の
発
展
に
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
高
校
と
し
て

滋
賀
県
立
日
野
高
等
学
校
　
校
長
　
吉
澤
　
松
美

卒
業
生
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
で

各
方
面
に
て
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
母
校
、
日
野
高
等
学
校
の
た
め
に
格
別
の

ご
支
援
、
ど
協
力
を
賜
り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
本
年
4
月
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
吉
澤
松
美

と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
本
校
は
平
成
1
6
年
に
総
合
学
科
へ
と
学
科

改
編
が
行
わ
れ
、
平
成
1
8
年
に
全
学
年
稔
合
学
科
の

課　 程 莞秦 覿 通学区域∴

全日制 総合学科

勺妄…笠ンだ■‾き・霊∴

県全域

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

76 84 160 78 80 158 66 89 155 220 253 473

卒業生数

鱒 ‾＿■

町立 日野女子手芸 学校 65 6 5

町立 日野実科高等 女学校 167 16 7

町立 日野高等女学 校 77 7 7

県 立 日野高等女学校 1．9 62 1，96 2

高校イ＃設中学校 29 108 13 7

県立 日野高等学校 6 ．5 98 7．64 9 14 ′24 7

（県立中央志等学校日野校舎含む） 商（t O78） 商（乙575） 商 （3．653）

県立 日野高等学校 （総合学科） 6 30 9 07 1．53 7

‾「′攣 娠 言
7 10 ．9 37 18
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活躍してます

同窓生

入
館
者
は

で
3
倍
増

近
江
日
野
商
人
舘
■
　
館
長

清
田
良
順
さ
ん

近
江
日
野
商
人
舘
は
、
町
の
中
央
部
大
窪
に
あ
る

国
登
録
有
形
文
化
財
旧
日
野
商
人
・
山
中
兵
右
衛
門

豪
の
本
宅
を
活
用
し
た
資
料
館
で
、
1
9
8
1
年
（
昭

和
5
6
年
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
館
の
二
代
目
館
長
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
展
の
開
催
や
、
日
野
商
人
の
調
査
・
研
究

を
進
め
て
お
ら
れ
る
蒲
田
良
順
さ
ん
を
お
訪
ね
し
ま

し
た
。
真
夏
の
暑
い
日
で
し
た
が
、
風
通
し
の
良
い
中

庭
に
面
し
た
部
屋
で
、
文
化
財
の
土
蔵
や
不
景
気
時

に
失
業
救
済
自
的
で
新
築
き
れ
た
お
助
け
普
請
の
奥

座
敷
な
ど
を
見
な
が
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

－
　
館
長
に
就
か
れ
た
経
緯
を
。

中
学
の
社
会
科
教
員
で
、
瀬
川
欣
一
さ
ん
（
注
・
町

教
育
長
や
県
誌
『
湖
国
と
文
化
』
編
集
長
な
ど
歴
任
、

郷
土
史
家
。
1
9
2
8
～
2
0
0
4
）
の
お
話
と
か
興

味
が
あ
っ
て
、
教
科
書
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち
に

郷
土
史
も
教
え
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
日
野
商
人
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
私
の
小

学
1
年
の
時
の
担
任
で
前
館
長
の
正
野
雄
三
先
生
か

ら
「
後
任
に
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
辞
退
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
退
職
後
1
年
間
は
（
住
職
以
外
に
は
）
何

も
し
て
い
な
か
っ
た
。

－
　
説
得
を
受
け
て
平
成
柑
年
に
就
任
さ
れ
て
か
ら

の
活
躍
ぶ
り
は
、
広
報
や
地
元
紙
、
さ
ら
に
は
マ
ス
コ

三
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
に
就
い
て
み
る
と
、
日
野
商
人
に
対
す

る
世
間
の
評
価
が
低
い
。
近
江
商
人
と
言
え
ば
、

五
個
荘
で
あ
り
、
八
幡
で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
日
野
は
2
5
0
年
前
の
宝
暦
の
大
火
で
文
書
類

が
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
関
東
に
は
今
も
日
野
の
閲

係
の
店
や
地

名
が
残
っ
て

い
る
。
こ
れ

だ
、
と
思
い
、

近
江
国
外
の

地
誌
や
村
史

の
頬
を
調
べ

た
ん
で
す
。

そ
し
て
、
「
関

東
兵
衛
の
会
」

を
作
っ
て
群

馬
か
ら
中
山

道
を
車
で
移

動
し
て
み
る

と
、
各
宿
場
に

みつだりょうじゆんさん

プロフィール

本校1965年（昭和40年）3月卒。

大谷大学、同大学院を卒業後、県内の
小中学校で社会科教員として勤務し、

2005年3月、日野中学校長として教職

生活を終える。

2006年度から、日野町歴史民俗資料
館・近江日野商人館館長。現在に至る。

日野町西大路在住。浄土真宗大谷派

教専寺住職。

日
野
商
人
の
足
跡
が
あ
る
。
江
戸
初
期
の
群
馬
の
庄

屋
の
記
録
に
「
日
野
椀
商
人
が
村
に
来
た
」
と
あ
る
。

日
野
は
当
時
の
椀
の
8
大
産
地
の
一
つ
だ
っ
た
。
鳥

取
産
の
材
木
が
関
門
海
峡
か
ら
瀬
戸
内
海
、
紀
伊
水

道
を
経
て
伊
勢
湾
へ
、
そ
し
て
鈴
鹿
峠
か
ら
日
野
へ

運
ば
れ
た
。
椀
と
言
え
ば
奥
永
源
寺
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
そ
こ
は
木
地
の
祖
神
惟
喬
親
王
を
祀
る
地

で
、
実
際
に
椀
を
作
っ
て
い
た
の
は
日
野
の
職
人
。
日

野
商
人
は
蒲
生
氏
郷
の
転
封
で
松
阪
・
会
津
へ
移
っ

て
＝
‥
と
い
う
が
、
実
は
そ
れ
以
前
に
椀
職
人
の
時

代
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
合
薬
の
時
代
に
な
っ
て
い
く

ん
で
す
。

1
五
個
荘
・
八
幡
中
心
の
「
近
江
商
人
」
観
で
は
な

く
、
も
っ
と
「
日
野
商
人
」
に
注
日
を
、
と
。

椀
商
人
と
し
て
最
も
古
く
か
ら
活
動
し
、
人
数
・

店
舗
数
な
ど
一
番
多
い
ん
で
す
。
五
個
荘
は
明
治
以

降
が
中
心
で
、
い
わ
ば
「
滋
賀
商
人
」
と
呼
ぶ
べ
き
で

し
よ
一
つ
。

そ
れ
か
ら
、
日
野
は
商
売
の
仕
方
が
ピ
カ
イ
チ
で

す
。
大
当
番
仲
間
と
い
っ
た
商
人
組
合
組
織
を
作
っ

た
り
、
今
、
世
界
経
済
で
話
題
の
C
S
R
（
商
業
道
徳
）

の
大
切
さ
を
3
0
0
年
前
か
ら
実
践
し
て
い
ま
す
。

「
陰
徳
善
事
」
と
い
っ
て
社
会
貞
献
を
重
視
し
ま
し

た
。
薬
産
業
で
も
富
山
の
売
薬
の
よ
う
な
置
き
薬
は

や
ら
ず
、
取
り
次
ぎ
販
売
方
式
、
千
両
店
と
い
う
商
法

は
こ
ん
に
ち
の
チ
ェ
ー
ン
店
、
コ
ン
ビ
ニ
で
す
よ
。

－
～
⊥
J
階
の
常
設
展
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
が
、
話

題
の
展
示
物
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
が
6
点
あ
り
ま

す
。
威
か
ら
発
見
さ
れ
新
聞
報
道
さ
れ
た
国
産
最
古

の
ワ
イ
ン
、
長
崎
貿
易
で
輸
入
さ
れ
た
石
薬
、
二
宮
金

次
郎
直
筆
の
領
収
書
、
赤
穂
浪
士
討
ち
入
り
を
そ
の

数
時
間
後
に
留
守
家
族
宛
に
書
い
た
手
紙
、
太
平
洋

戦
争
最
末
期
に
軍
の
命
を
受
け
て
試
作
さ
れ
流
通
に

は
至
ら
な
か
っ
た
陶
製
の
お
金
、
そ
し
て
日
本
最
古

の
「
年
金
」
記
録
。
関
東
の
お
店
で
4
5
年
働
い
た
ら
退

職
後
も
保
障
、
没
後
は
奥
さ
ん
も
保
障
さ
れ
る
、
と
。

水
洗
ト
イ
レ
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
導
入
な
ど
、
山
中

家
は
ず
い
ぶ
ん
先
進
的
で
し
た
。

－
－
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
？

日
野
商
人
は
、
曳
山
や
蓄
音
機
に
代
表
さ
れ
る
都

会
の
文
化
を
こ
の
町
に
流
人
さ
せ
、
近
代
以
降
も
二

男
坊
二
二
男
坊
に
関
東
の
店
に
就
職
先
を
提
供
し
、

経
済
効
果
、
文
化
的
な
地
域
貢
献
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
き
た
。
日
野
商
人
は
ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地
が

大
き
い
で
す
ね
。

お
陰
さ
ま
で
こ
の
1
0
年
で
入
館
者
は
3
倍
に
な
り

ま
し
た
。
県

外
の
人
が
一

番
多
い
、
次

に
県
内
の
他

市
町
の
人
、

残
念
な
が
ら

日
野
町
の
人

が
一
番
少
な

い
。
企
画
展

を
し
、
常
設

展
示
も
常
に

変
え
て
い
る

の
で
、
何
度

で
も
来
て
く

だ
さ
い
。

－
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

8
月
2
4
日
収
録
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
・
構
成
・
文
責
＝
加
藤
和
幸

（
写
真
は
館
内
の
常
設
展
示
風
景
）
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陸
上
部
O
B
会

上
野
先
生
の
傘
寿
を
祝
う
つ
ど
い

昭
和
4
6
年
か
ら
5
1
年
ま
で
の
間
、
上
野
幹
雄
先
生
（
旧

姓
・
大
西
）
　
に
陸
上
部
で
指
導
を
受
け
た
卒
業
生
が
、

1
0
月
1
日
、
「
上
野
先
生
の
傘
寿
を
祝
う
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
ま
で
か
ら
も
先
生
の
退
職
時
、
古
希
、

喜
寿
と
節
目
節
目
に
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
O
B
が
集

ま
り
、
先
生
を
囲
み
親
睦
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
6

学
年
だ
け
の
O
B
会
で
す
の
で
、
気
楽
な
雰
囲
気
で
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
も
ま
だ
ま
だ
元
気
な
先
生
を
囲
み
、
当
時
の
部

活
動
の
こ
と
や
近
況
の
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
8
年
後
に
は
「
米

寿
を
祝
う
つ
ど
い
」
　
に
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、

健
康
第
一
を
願
い
、
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

（
昭
和
5
1
年
M
月
卒
　
奥
村
友
之
）

・
■
叩

昭
和
4
2
年
3
月
商
業
科
卒
業
同
窓
会

埼
玉
、
東
京
、
愛
知
か
ら
も
参
加

4
年
に
一
度
の
同
窓
会
、
今
年
は
近

江
八
幡
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ウ
ミ
で
開

催
し
ま
し
た
。
3
2
名
の
う
ち
遠
く
は
、

埼
玉
、
東
京
、
愛
知
県
か
ら
と
5
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
撮
影

の
後
、
東
近
江
市
の
東
幹
事
長
の
あ
い
さ

つ
か
ら
始
ま
り
、
東
京
か
ら
参
加
の
方

に
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て
も
ら
い
懇
親
会

に
入
り
ま
し
た
。

懇
親
会
に
入
る
と
一
気
に
5
0
年
前
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、
出
さ
れ
る
料
理
や
お
酒

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
「
仲
間
で
5
0
年
前

に
は
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
な
ー
、
冬
に
は

京
都
の
ス
ケ
ー
ト
場
ま
で
行
っ
た
」
　
こ
と

な
ど
時
間
を
忘
れ
る
く
ら
い
話
を
さ
れ
て

い
ユ
よ
し
1
に
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
一
生
懸
命
し
て

い
た
人
は
、
「
み
ん
な
そ
ん
な
楽
し
い
こ

と
し
て
い
た
ん
。
が
っ
か
り
や
わ
ー
」
　
の

声
な
ど
、
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。

3
時
間
3
0
分
も
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

り
、
有
志
で
二
次
会
を
と
、
ま
た
場
所

を
変
え
今
ま
で
話
が
で
き
な
か
っ
た
人
と

の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

夕
方
も
5
時
に
な
り
解
散
の
時
間
が

来
ま
し
た
が
、
誰
も
が
帰
ろ
う
と
も
言

わ
ず
、
ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
話
し
込
ん
で
い

ま
し
た
。

次
回
は
4
年
後
に
な
り
ま
す
が
み
ん

な
が
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
再
開
を

楽
し
み
に
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。
商
業

日
付
は
1
0
5
人
、
乃
草
葉
で
計
′
。
久
7
「
望
ま

ねいて同ま　と　していなは気回がたなや参32

！0言警雲≒誓書霊雪霊芝芙禁次言雲芸聖霊（
幹
事
　
乗
近
江
市
　
角
　
優
）

野球部OBシニア大会

第
1
5
回
滋
賀
県
高
校
野
球
O
B
シ
ニ
ア

大
会
が
大
津
市
皇
子
山
球
場
と
大
津
市
総

合
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
O
B
シ
ニ
ア
の

選
手
1
7
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ニ
ア
野
球
は
5
0
歳
以
上
を
対
象

に
、
投
手
は
6
0
歳
以
上
3
回
ま
で
塁
間
の

距
離
は
1
メ
ー
ト
ル
短
い
野
球
で
す
が
、

日
曜
日
の
朝
日
野
川
ダ
ム
公
園
グ
ラ
ン
ド

で
1
0
回
練
習
し
試
合
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

滋
賀
県
下
の
O
B
チ
ー
ム
は
1

8
チ
ー
ム

の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

当
日
の
成
績
は
大
津
高
校
2
－
1

9
日
野

高
校
、
日
野
高
校
9
－
4
石
山
高
校
と
2

連
勝
し
高
島
高
校
に
次
ぐ
準
優
勝
で
し

た
。
何
年
ぶ
り
か
の
2
連
勝
に
チ
ー
ム

メ
ー
ト
の
盛
り
上
が
り
も
最
高
で
し
た
。

後
輩
の
球
児
た
ち
に
も
エ
ー
ル
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
、
頑
張
っ
て
も
ら
い
ま

し
よ
う
。

5
0
歳
以
上
の
O
B
で
野
球
を
や
ろ
う
と

思
う
方
は
O
B
シ
ニ
ア
事
務
局
（
斉
藤
良

彦
4
5
年
卒
業
T
E
L
O
7
4
8
－
5
ワ
↑
【
・

0
5
8
9
）
ま
で
連
絡
下
さ
い
。
青
空
の

下
葉
し
く
野
球
を
や
り
ま
し
ょ
う
、
連
絡

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
4
2
年
卒
外
池
十
三
）

新
聞
班
　
O
B
会
・
O
G
会

年
代
を
越
え
て
一
堂
に
集
う

平
成
2
7
年
‖
月
2
9
日
（
日
）
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
の
和
室
で
、
初
め
て
の
「
日
野
高

校
・
新
聞
班
O
B
会
／
O
G
会
」
を
開
催
し
た
。
か
ね
て
か
ら
の
「
一
度
、
新
聞
班
の
同

窓
会
を
や
り
た
い
ね
」
と
の
声
に
応
え
て
、
池
田
信
一
君
（
昭
和
4
3
年
卒
業
）
を
中
心

に
、
封
中
芳
喜
召
（
昭
和
4
4
年
卒
業
）
市
田
悦
子
さ
ん
（
昭
和
4
3
年
卒
業
）
が
準
備
し
、
日

野
在
住
の
O
B
、
O
G
と
も
協
力
し
て
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
実
現
を
見
た
も
の

で
あ
る
。
陪
果
、
当
日
は
昭
和
ほ
牢
卒
業
か
ら
昭
和
1
6

ま
で
乃
ほ
缶
丁
次
に
わ
た
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昭
和
4
3
年
3
月
卒
業
E
組
同
窓
会

四
十
八
年
ぶ
り
に
歌
っ
た
校
歌
斉
唱

思
い
ま
す
。

今
回
、
最
高
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
と
れ

た
幹
事
会
で
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
中
井
利
郎
）

昭
和
四
十
三
　
（
一
九
六
八
）
　
年
三
月

に
高
校
を
卒
業
し
て
以
来
、
皆
ど
う
し

て
い
る
の
か
な
と
思
い
、
同
級
生
に
声
を

か
け
た
ら
、
開
催
し
よ
う
と
一
気
に
幹

事
会
が
発
足
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

六
月
十
八
日
（
土
）
　
に
グ
リ
ー
ン
ホ

テ
ル
日
野
で
開
催
し
ま
し
た
。
遠
く
は
、

長
野
県
か
ら
帰
省
し
て
参
加
し
て
く
れ

た
方
も
お
り
ク
ラ
ス
の
仲
間
二
十
五
名

が
再
会
す
る
辛
が
出
来
ま
し
た
。

乾
杯
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
席
を
移
動
し

な
が
ら
、
名
札
を
確
認
し
て
、
お
久
し

ぶ
り
の
声
が
聞
こ
え
る
な
か
、
会
話
が
弾

み
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
、
出
て
来
る

料
理
に
あ
ま
り
手
が
つ
か
な
い
ま
ま
で
、

途
中
四
十
八
年
ぶ
り
に
校
歌
を
歌
い

ま
し
た
。
「
懐
か
し
い
な
あ
、
こ
ん

な
歌
や
っ
た
か
な
…
」
　
と
、
話
が
弾

む
、
当
時
の
事
を
思
い
出
し
た
か
の

よ
う
に
元
気
な
声
と
笑
顔
で
、
満
ち

溢
れ
ま
し
た
。
宴
会
の
時
間
を
長
く

設
け
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
中
締
め

の
時
間
が
近
づ
く
時
に
当
時
の
懐
か

し
い
款
を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
二
次
会
も
あ
っ
と
言
う
間
の

時
間
を
過
ご
し
て
、
次
回
三
年
後
に

開
催
す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
、
都
合
で
出
席
出
来
な
か
っ
た
方

も
次
回
は
、
一
人
で
も
多
く
お
会
い

出
来
る
事
を
、
楽
し
み
に
し
た
い
と

ビジネスグリーンホテル日野

昭
和
4
4
年
卒
業
3
年
C
組
同
級
会

恩
師
平
木
先
生
を
囲
ん
で楽
し
く
開
催

平
成
2
8
年
1
月
3
日
㈲
日
野
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
に
て

1
月
3
日
正
午
の
開
始
に
合
わ
せ
参

加
者
が
ホ
テ
ル
に
集
ま
り
ま
し
た
。

幹
事
の
参
加
お
礼
と
挨
拶
に
続
き
山

田
く
ん
の
乾
杯
の
書
頭
で
宴
は
始
ま
り

ま
し
た
。
な
ぜ
か
毎
度
出
て
く
る
当
時

の
い
た
ず
ら
話
‥
（
掃
除
道
具
箱
に
＝
）

（
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
・
・
）
な
ん
か
今
で
も

誰
か
さ
ん
や
っ
て
そ
う
…
そ
の
頃
の
平
木

先
生
は
放
課
後
、
休
み
で
も
色
々
み
ん

な
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
高
じ

て
今
も
「
先
生
」
付
け
ず
に
「
平
木
さ
ん
」

と
呼
ぶ
み
ん
な
（
す
み
ま
せ
ん
）
。

そ
し
て
こ
れ
も
恒
例
に
な
っ
た
半
玄
人

の
花
原
君
に
よ
る
写
真
撮
影
。
賑
や
か

に
宴
が
進
む
中
、
提
案
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
ク
ラ
ス
会
ど
う
す
る
？
の
話
題
。
参

加
者
が
少
な
い
の
は
正
月
時
期
の
せ
い
n
＝

わ
い
わ
い
と
話
し
て
い
る
う
ち
に
お
開
き

の
時
刻
が
き
て
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
を
し
よ
う
と
決
め
宴
を
終
え
ま
し
た
。

後
日
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
、
検
討
結
果

次
回
の
開
催
を
「
卒
業
5
0
周
年
の
3
年

後
春
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

次
回
の
多
数
参
加
を
心
待
ち
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
栗
田
眞
知
子
）

る
1
9
名
が
、

が
多
く
、

ま
た
同
年

代
の
人
た

ち
も
久
々

に
会
っ
て

「
あ
な
た
、

誰
？
」
　
と

い
っ
た
感

じ
で
、
「
同

年
会
」
と
は

違
っ
た
、
趣

の
あ
る
会

と
な
っ
た
。

懇
談
の

中
で
は
、

全
国
の
新

聞
班
が
集

う
「
高
新

連
」
で
の
高

校
新
闇
コ

ン
ク
ー
ル

で
、
「
日
野

高
新
聞
」
が

他
の
強
豪

と
大
い
に

元
気
な
姿
で
集
ま
っ
た
。
な
に
し
ろ
、
年
代
に
幅
が
あ
る
の
で
、
初
対
面

〃払，○】貯○♂li■d．g

HRの系統化を

かけ足でめく■ろ九州　　　　i

懸せ・－ノ～　▲二．1■．■．丁・蝕敗

しし11紛失、

全国的にも珍しい横書き新聞で注目された（昭和40年発行）

競
い
合
っ
た
こ
と
、
発
行
の
た
び
に
、
京
都
に
あ

る
印
刷
所
（
ダ
イ
ヤ
印
刷
）
へ
授
業
を
「
公
休
」
に

し
て
も
ら
っ
て
校
正
作
業
に
行
っ
た
こ
と
な

ど
、
お
互
い
の
共
通
の
体
験
を
通
じ
て
の
話
題

で
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
に
花
が
咲
い
た
。

当
時
の
顧
問
で
あ
る
伴
善
也
先
生
は
ご
高

齢
で
も
あ
り
、
会
へ
の
ご
出
席
は
叶
わ
な
か
っ

た
が
、
参
加
者
の
寄
せ
書
き
の
色
紙
を
お
贈
り

し
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。

今
回
は
、
名
簿
の
不
備
も
あ
り
呼
び
か
け
が

漏
れ
た
方
も
あ
り
、
申
し
訳
な
か
っ
た
が
、
次
回

開
催
の
と
き
は
名
簿
も
整
備
し
、
ぜ
ひ
、
多
く
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
た
い
も
の
と
思
っ

て
い
る
。

（
昭
和
3
5
年
卒
業
　
西
村
吉
弘
）
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思い出の
日野駅
旧職員　鈴木　俊亮

今
年
2
0
1
6
年
は
、
近
江
鉄
道
開
業
1
2
0
年
、

日
野
駅
改
築
1
0
0
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
由
緒
あ
る
木
造
駅
舎
と
し
て
映
画
の
ロ
ケ
な
ど

に
も
た
び
た
び
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が

進
み
、
保
存
を
め
ぐ
っ
て
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
校
旧
職
員
の
鈴
木
俊
亮
さ
ん
に
、
日
野
駅
の
歴
史
的
な
流
れ
や
、
ご
自
身
の
思
い
出
を
エ
ッ
セ
1

風
に
積
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
1
9
7
3
年
か
ら
1
9
8
3
年
、
つ
ま
り
昭

和
48
年
か
ら
1
0
年
間
日
野
高
校
に
勤
務
し
て
い
た
。

車
の
免
許
を
取
得
し
た
の
が
1
9
7
3
年
の
1

0
月
、

そ
れ
ま
で
の
半
年
、
八
日
市
駅
か
ら
近
江
鉄
道
に
乗

り
、
日
野
駅
に
降
り
た
。

そ
の
前
の
3
年
間
は
甲
賀
郡
（
当
時
）
に
あ
っ
た

甲
南
高
校
に
勤
務
、
毎
朝
日
野
駅
か
ら
乗
っ
て
く
る

通
勤
客
や
高
校
生
に
出
会
っ
た
。
甲
南
高
校
に
は
日

野
中
学
か
ら
進
学
す
る
生
徒
も
い
た
。
日
野
町
内
か

ら
甲
南
高
校
に
勤
務
し
て
い
る
「
同
僚
」
も
い
た
。

1
9
7
0
年
代
の
初
め
、
車
の
免
許
を
持
っ
て
い

る
人
は
「
ご
く
少
数
」
だ
っ
た
。
1
6
歳
か
ら
バ
イ
ク

の
免
許
は
取
れ
た
。
日
野
駅
ま
で
「
バ
イ
ク
」
と
い

う
生
徒
が
い
た
。
高
校
生
の
「
バ
イ
ク
事
故
」
が
多

か
っ
た
時
代
。
「
3
な
い
運
動
」
が
起
こ
り
、
全
県

的
に
　
「
バ
イ
ク
登
校
は
禁
止
」
に
な
っ
た
。

普
通
科
の
学
区
制
が
あ
り
、
日
野
町
か
ら
甲
賀
郡

内
の
高
校
普
通
科
の
進
学
は
な
か
っ
た
。
3
0
7
号

線
の
整
備
が
始
ま
っ
た
。
峠
を
越
え
て
、
八
日
市
高

校
ま
で
「
自
転
車
通
学
」
者
も
い
た
。
1
9
6
8
年

か
ら
2
年
間
、
八
日
市
高
校
農
業
科
に
勤
務
し
て
い

た
。
日
野
駅
か
ら
八
日
市
駅
に
通
学
す
る
高
校
生
も

い
た
。私
が
実
質
日
野
駅
で
乗
降
す
る
の
は
1
9
7
3

年
、
今
か
ら
4
3
年
前
だ
。
今
で
も
時
々
、
日
野
の
駅

前
を
通
る
。
苦
と
変
わ
ら
な
い
「
駅
舎
」
　
に
出
会
う

と
「
ほ
っ
と
」
す
る
。
峠
を
越
え
て
「
田
村
神
社
」
（
土

山
）
　
ま
で
の
バ
ス
路
線
が
あ
っ
た
。
「
北
畑
」
　
「
近
江

八
幡
」
行
き
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
っ
た
。
大
型
ス
ー

パ
ー
が
出
店
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
。
日
野
の
町
民

は
近
江
鉄
道
を
利
用
し
て
、
水
口
・
八
日
市
へ
と
「
買

い
物
」
に
出
か
け
た
。
文
化
祭
・
体
育
祭
の
「
材
料
」

を
買
う
た
め
、
日
野
高
校
生
は
八
日
市
ま
で
出
か
け

た
。
近
江
商
人
の
出
た
町
だ
が
、
そ
の
頃
の
日
野
町

に
は
「
活
気
」
が
な
か
っ
た
。

近
江
鉄
道
建
設
の
出
資
者
に
日
野
商
人
も
多
く
い

た
。
最
初
の
計
画
で
は
日
野
の
中
心
部
に
鉄
道
が
通

る
予
定
だ
っ
た
。
草
津
線
の
「
寺
庄
駅
」
に
到
達
す

る
ル
ー
ト
だ
。
測
量
の
結
果
、
勾
配
が
き
つ
く
、
水

口
ヘ
と
変
更
さ
れ
た
。
近
江
鉄
道
の
八
日
市
・
日
野

問
の
乗
客
が
少
な
か
っ
た
。
甲
南
高
校
時
代
、
近
江

鉄
道
最
終
列
車
に
時
々
乗
っ
た
。
日
野
駅
で
大
半
が

降
り
、
八
日
市
駅
ま
で
、
「
私
ひ
と
り
」
　
の
時
代
。

何
度
か
「
廃
止
」
　
の
動
き
も
あ
っ
た
が
、
現
在
ま
で

「
存
続
」
し
て
い
る
。
信
楽
を
経
て
、
大
阪
へ
の
「
未

来
計
画
」
が
あ
る
。

昭和初期の日野駅。バスやタクシーが並ぶ

通勤客などであふれる昭和う0年代

日
野
駅
は
1
9
0
0
（
明
治
翌
年
に
開
業
。
現

駅
舎
は
1
6
（
大
正
5
）
年
に
建
て
ら
れ
、
ほ
ぼ
当
時

の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
国
内
最
古
級
の
現
役
駅
舎
と

さ
れ
る
。
乗
降
客
は
1
日
約
5
0
0
人
。
周
囲
を
山

に
囲
ま
れ
た
町
に
と
っ
て
通
学
、
通
勤
、
観
光
の
玄

関
口
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

駅
舎
解
体
へ
の
懸
念
が
噴
出
し
た
の
は
、
今
年
3

月
の
町
議
会
定
例
会
が
き
っ
か
け
。
近
江
鉄
道
が
昨

年
末
、
老
朽
化
を
理
由
に
駅
舎
取
り
壊
し
を
検
討
す

る
方
針
を
示
し
た
と
、
町
が
明
ら
か
に
し
た
た
め
だ
。

町
企
画
振
興
課
な
ど
に
よ
る
と
、
駅
舎
は
雨
漏
り
が

あ
り
、
構
造
部
分
も
劣
化
し
て
い
る
。
利
用
客
の
漸

減
傾
向
と
と
も
に
外
観
面
で
も
〝
さ
び
れ
た
駅
″
化

が
進
ん
で
い
る
。
町
は
4
月
、
住
民
や
日
野
ま
ち
な

み
保
全
会
、
町
観
光
協
会
な
ど
で
つ
く
る
日
野
駅
利

用
促
進
活
性
化
懇
話
会
を
設
置
。
古
民
家
改
修
を
手

掛
け
る
設
計
事
務
所
に
依
頼
し
、
現
駅
舎
を
可
能
な

限
り
保
存
し
た
上
で
、
新
た
な
機
能
を
持
た
せ
る
再

生
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
た
。

大
正
モ
ダ
ン
の
雰
囲
気
は
そ
の
ま
ま
に
、
駅
舎
の

損
傷
部
分
を
修
復
。
現
在
は
開
放
さ
れ
て
い
な
い
部

分
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
カ
フ
ェ

や
物
産
コ
ー
ナ
ー
、
観
光
案
内
所
な
ど
の
〝
憩
い
の

場
″
と
す
る
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
。

（
写
真
①
は
筆
者
、
②
④
は
近
江
日
野
商
人
館
提
供
）
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妻浄◆◆㊥◆◆2015年鹿部活動実績、■■、＿・◆◆牽◆◆
後援会総会資料から引用させていただきました。ただし、紙幅の関係上、記録以外の部分は省略ざせていただいたところがあります。

二・■T

準健勝
ア大会一

アオリンピック選手権大会
健勝
大会出場（インド）

42kg　堀内
アジ

春季総合体育大全
団体I戦　3位
個人i戦　　50k邑　　′ト泉　】佗

74k　　安井　2付
60k邑　　小寺　3位
120kg　　奥m l位
66kg　　富田　2佗

2015年　近畿大会
団体戦出場
個人戦　　501唱　　′ト泉　3偉

120kg　　奥田　優I掛
2015年　全国大会（インターハイ）

50kg　　小泉　1回戦敗退
1201唱　　奥田　3回戦敗退

2015年　全国高校生グレコローマン選手権大会
1201唱　　奥田　5位

匡I民体育大会
551嶋　　小泉　1回戦敗退
120kg　　奥出　l回戦敗i艮

秋季総合体育大全
団体戦　優8勢（2年連続22td臼）
個人l戦　　50kg　　小泉　1位

66kg　　荷田　2伯
岸本　Z柏

7‘11唱　　竹村　1化
551唱　　総川　1位
84kg　　安井　2位

石井　2化
60短　　小寺　2位
120k8　　奥け」1位

2015年」0⊂・NT⊂近畿フ1コック大会
カデット　42kg　　堀内　1化
ジュニア　50kg J草本　2佗

安岡　2位
7‘lkg　　竹村　3付
63k8　　富田　2位
IZOkg　　奥田　1偉

2015年　全国高等学咽レスリング）裟抜大会近畿予選
団体戦　3化
個人戦　　50kg　　小泉　5位

741屯　　竹村　6位
55kg　　横田　3柏
84kg　　安井　4偉
60kg　　小、宇　6位
1ZO由　　奥田　5位

2015年　全【ヨ高等学校レスリング選抜大会
同体l糀　文才　飛籠　l回戦敗退
個人戦120kg　　奥田　3位

●■瑠書F
滋賀県春季高校総体
男子同体　ペスト8→j丘狼人会汁購い
男－fダブルス　姐森・川嶋紺lペスト16

－〉】丘畿大会山場！
滋賀県民体育大会
勇一fl、月体　ペスト8

●男子バスケットボール静
春季高校総体
1国昭　67－63　近江
Z同機　51－78　虎姫
秋季高校総体
1国戦　53－55　人l重商薫
新人大会
1【可戦　57－40　彦根翔隔
Z回戦　34－】18八幡l二葉

●女手バスケットボール併
呑季高校総体
Z垣」戟　89¶20　幸福の科学苧姻関西
3回l既16－91　草津康
秋季高校総僻
1回戦　0－20　信楽　（棄権）
新人大会
2回戦　24－78　大津

●硬式テニス蓼
春季高校総体
【団体戦】
1回戦　l－2・伊吹　　　《1回戦敗退》
【シングル予選】
持田　2匝l戦　3－6水∩東電2回戦敗退〉
吉i琴　2l＝l戦　3－6立命館守山∈Z回戦敗退〉
新海　2回戦　1－6）七泉　首2回戦敗退〉
藤澤　2回l賊　0－6守山北《z国教敗退〉
消‡工、野し」、「P丼、吉本寸、児玉、山添

宅1回戦敗退〉
．ホ7t、持田、藤澤、浦臼ニ　　〈1回軌退〉
【ダブルス予】曇】
占渾・中井ペア
2回戦　6－7王墓浜．化屋し　宅2回戦敗退
新き毎・タ己玉ペア
2恒】戦　0－6膳所　　　〈2回戦敗退〉
溝江・吉村ペア　待m・藤I写ペア
山添いfl原ペア　野「‾い応‡商ペア
上平・／ll崎ペア　　　　　　　≪】lロ慨敗退〉
；丘畿大会滋賀県予）芸
【シングルス】
吉村　3－6北大I辛
児＝玉　6－3栗東
渾江　1－6窄田
l＝～泰　1－61丘山二
川l時　1－6東大洩
上斗こ　3－6石部
石原　〔不戦勝）石部
【ダブルス】
吉村・溝J工1－6国際情報
児玉・山‡褒2－6北大搾
高徳・野「‖－6立命館勺＝山
石原い上平1－67与部

奥村・込山6－7長浜北早
川昭・遠藤1－6立命館守山
秋季高校総体
【団体戦】日野4－1注藍賀学陸l

l］野0－5立命館守川
【シングルス】
苦村6－31銭賀学圃
6－7立命l泊て㌢山
児玉6－3彦根工業
6－3水口東
0－6光泉

高一裔6－3摩種総合
1－6璽汗l

山一恭3－6米原
野口3－6伊吹
仁平0－6光泉
石原0－6菓j紅
奥村3－6八∩苗†蕪

●野球部
【公式糎果】
春季大会　2015．4．25
1回戦　対　八幡

選手権大会　2015＿7，13
1恒l戦　対　栗東
2国昭己　ヌ寸！野洲

秋季大会　2015＿9．12
1因戦　対l寧［日

3対6　●

7対0（⊃
1対9　●

Z対3　●
2016年度はより買の高い野球を求め、
精巣にこだわって日々の活動】を行ってい
きたいと思っています。

●ソフトテ＝ス部女子
春季稔体
個人戦　4雑【出場　1組が原大会に出場
川休暇　I同職　‖野　1－Z　草‡幸
県民体育大会
個人戦　3匝Ii戦敗J良　1削

2同職敗i良　2経【
t』イ本戦　1回戦　L」野　0－3　安曇川
秋季；隠体
個人戦　2』1戦敗退　2許1

11坤粍敗退　2紆1
団体戦　1回戦　日野　2－IJ可瀬

2回已戟　口野　0－2　八幡席

●男子バレーボール敵
春季高校総傭
（6月4H　サンビレッジj丘江八幡）
fi盟グループ戦　1－2　■守山
敗者復活戦　　　1－2　八日市

《1【q戦敗退遜
県民体育大会
（9月12【＿l守lい晶校体育師）
1回l糀　0－2　安曇川　《l同職敗退》
秋季高校総体
（10J」29∈lサンビレッジ】丘江八幡）
予選グルーープ戦　　1－2　搬［口工業

口野　2－0　伊香
決勝トーナメント　0－2　堅L日
新人大会（2月7∩　草津高佼体育相）
1回戦　　　　　　0－2　‥淑田＿1二業

●女子バレーボール群
書季高校総体
（6月4、5日草津市民体育館・近江八嶋運動公園）
予選グループ戦　2－0　て王命館‘、1⊂lll
決勝トーナメント
1回戦　1－2　比叡山

県民体育大会
（9月12日　人津南業高校）
1【d壁璧　Z－0　立命館守山
2回戦　0－2　近江　　《2回戦敗退》
秋季高校総体
（10月29、30口　草津市民体育儒）
予選グループl既　2－0　彦根翔隔
決勝トーナメント

1【＝l戦　0－2　東人津
新人大会（Zノ17口　守山北高校）
】l司戦　イ・戦勝　彦根翔階
2回戦　0－2　1滋賀短人附属

《2l口1戦敗】邑》

●陸上服部
平成27年塵は3年生6名2年2名1年
生4名での活動となり春季・県体・ユー
ス・政季の年4回の人会に参加しました。

由鹿元せませんでした。次年

活気のある部～舌動にしていきたいと思っ
‾rいます。

●バドミントン離
春季総傭
巨】休戦　2－3　伊香
個人戦
【ダブルス】
1回戦　中西・奥野　0－2　堅田
1回戦　木村・吉田　0－2　八幡
【シングルス】

王季県休
団体戦
秋季総体
団体戦

川
　
川
農

幡
i
川
萱
南

八
安
玉
能
湖

一
一
一
一
一

〇
〇
（
U
O
一
1

西
野
村
田
井

中
奥
人
吉
今

農

江
　
南

退
　
潮

一
一

●サッカー】b
男子　部f王　3年牛7名、2年生5名、1

年年6名、マネージャー2名

戦績
春季　1回戦
∪野　1－3i銭貨学園　1回戦灘（適
県体　参加せず
秋季　1回戦
日野　Z－6　水しコ束　　　11司戦敗退
県2種リーグ3部リーグ
前期　4勝Z敗0分　勝ち点IZ
第2位‾ご後納ヒ佗リーグへ
後斯　5勝2敗0分　勝ち点15
講Z位で2那リーグへ自1軌昇格
女子　部員　3年生2名、2年乍0名、

1年生0名
平成27年度は、昨年度†司様部
の活動となりました。練習もま
他校と合同チームを経1むことも

が滋字璽で聞催された27年度、
合唱部会の中心的′f任として
た。3年生の大景況太郎〃が
行委員長を務め、部員仝巨lカー
務をこなしながら山添lしまし
高校生とともに創り」一げた大
感動を得ること方iできました。

で
ず
い

名
ら
な

2
な
き

□
ま
で

状況でしたが、サッカーに対する思いを
失うことなく春季大全に補助役貝として
参む口し、部活動を引退しました。

●音楽部
7月　高校野球磁汽県大会閉会式
大会叡「栄冠は君に無く」合唱で参加
全国高等学校総合文化祭淑賀県大会
総合開会式、合唱部門出場
（合唱部門実行委日長　大宗沈太郎）

8月　NR】く全国学校古楽コンクール滋賀県大会
金賞受賞

9月　NHK全回学校苦楽コンクール
近鹸ブロック大会　奨励宣受宣

10月　影響一員高等学校稔合文化祭出場
合唱部P7　1化
l盤賀県芸術祭奨励井安井
独唱部門■　1雌　犬宗淡太郎

3偉［日中　t≠衣
重唱部門
1位竹村朱末・速水兵希
3仕　向井騰・狩野南・
坂汗】あゆみ・長lヨ真歩

11月　日野高校文化祭出場
12Jl　わたむき合唱祭出場
2Jl　バレンタインコンサート出場
全国高総文祭広島大会出場手管
オーディション（tO名合格）

J♪　活動の状況J♪
47年に1塵の全国高等学校総合文化祭
が滋賀で聞催された27年度、日野高槻は

清推しま
合唱部門
大会i室営
′こ

会で
全国の
大きな

Nコン県大会では2年連蕪売で金賞を一着
賞し、独唱や孝喝コンクールでも上位入
壬箋占を多数出すことができました。郡11
敦は増えませんが、28年一室も素晴らしい敦は
歌声
いと思っています。

●放送部
＜大会報告＞
第62【∃　NHK杯全国高校放送コンテスト

滋賀大会
（6月4・5日　大津市生涯学習センターにて）
朗読劇椚で1年生3名、2年生】名、3年モ3名参加
莱35匡】滋1県高等学校総合文化祭
（10月29日　人澤市生涯学習センターにて）
朗戯部門で1年生5名、Z年′巨1名参加】
くその他の活動＞
・校内放送
・生徒会行事の音響、百】会等の活動
＜活動状況＞
昨年度は、全国総支5祭政送部Plが栗東
で行われたため、その運営に関わった。
4月から7月までは何度も実行委貞会宣
参加し、県内各校の放送部吏との交流も

行いたいと孟式行し
員会からの連絡を
りしていきたい。

ています。そ
同発表会で物
ら演奏をす雇

つ
に
重
た

な
み
各
し

こ
休
や
淡

お
昼
会
を

に
お
徒
楽

耽
欄
罰

6月　吹奏楽祭
「サウンドオブミュージ、プクメドレー」演劇

7月i毯賀県吹奏楽コンクール予選
「Al】CloryTold」演奏　鎚貫

8月　中部日本吹葵菓コンクール滋賀県大会

。月苫捉蔓謎去慧器蒜去．ぎ諸
10月　高文祭「吹奏楽のための「」嵐之舞」」
「オーメンズ・オブ・ラヴ」・演奏

1月　滋賀県アンサンプルコンテスト
木管三重奏「トリプルアイス」碗真　鍋賃

2月　中部日本個人・奄秦コンテスト滋賀県大会
管打七重秦「キャンディ・ロボ」演奏　穀賞
文化部合同発表会（バレンタインコン
サート（定期演秦会））必佐公民餌

3月　口野ウインFアンサンプル定期演奏会に州演
★★7舌動状況★★
2年生5人、3年生6人の計11人で活
動しています。コンクールやアンサンプ
ルコンテストでの金賞および卜偉大会出
場を目枯して∴毎日練習に睨んでいます。
また地域の依頼演奏にも積極的に出演し
ています。ぞの他にも昨年度はこた化都合

語をスクリーンに映しなカ1
ら演奏をするなど新しい月父り許1みにも
チャレンジしました。しかし、楽器が古
くなって修瑠黄カ1かさむことと部員不足
が目‾Fの悩みです。今後ともど支援や応

援をよろしくお願いいたします。

●料亭部
】毎週金曜Flに漬刻しています。比梗的
簡単な準備でできる実験を中心に行いま
した。失敗もありましたカて楽しく実験で
きました。文化祭では、ゆうれい試験管（硫
幽をイ吏った実験）という実験、組織培養、
廃油キャンドルについての屈示、また畑
で栽増したサツマイモを使い、大学イモ
も作りをしました。Z月には、必佐公民
館での＿文化部の合同発表会で良妻ホをしま
た。継再読的な実験にもチャ
ということで描物の組織培
ン）をしています。今年塵は夏
ダイニックアストロパ【ク天究
体軌測を予定しています凸
＜おこなっ
マープリ

よ
ジ
、
天

し
ン
に
も

ジ
ニ
み
で

ン
（
休
館

足しています凸
たこと＞
ング　ダイラタンシー　節電気

の実験　サツマイモの栽培　サツマイモを
使っての料理　植物柾1一哉1害毒　ゆうれい試
験管I薙l山寺ャンドル　廃油fTけん　など

●茶事主■離
茶】丘部と華i責部が合併し、茶華道部と
なって3年が過ぎました。毎週金曜日に
は、華J正は末生流の芦田秦甫先生、茶道
は農千家の鑓桂‾戸先生のご指導を受け、
～占勤しています。昨年度の部員数は、1
年生5人、2年生5人、3年生4人の合
計14人でした。高校生となり、はじめて
茶道ギ〉華道をたしなむ生徒も多く、講師
の先生方に基礎からしっかり教わってい
ます。活動を通して、日本文化に触れ感化に触れ感

時間を過ご
しています。日頃の活動の発表の嶋とし
て、昨年度は本校文化祭で、いけばな展
と野点の席を設けました。たくさんのみ
なさんに薫しんでいただき、】垂成感を得
ました。また、昨年度は滋賀1畏で全国高
等学校稔含文化祭が聞l麗され、放送部門
の会場で他校と合同の皇茶のおもてなし
をし、校外での貴重な体験をしました。
今後も地道な活動を続けてがんばってい
きたいと思っています。

●P⊂蓼
大会成積
滋賀県高等学校ワープロ嘲技春季大会
同体の部　　第5位
全回商業高等学校情報処増妓大会滋♯県大会
団体の酵　　第4位
個人の部　　第2位　伊藤（3年）
※今同人会（
第27回全匡】高

7月）偶人の部出場権を】響得
等学校情報処理王肝技大会

（7月26口　「築脹にて）
個人の部　伊藤（3年）　出場
全国高等学校IT・簿記選手権大会
近畿・小川・四囲ブロック
団体の部　　第14位
滋買県高等学校ワープq防技秋季大会
団体の鮮　　第5位
個人の部　　第13伯　木下（2年）
滝】丘織大会（来年度5月）個人の郡山】覇権を攫得
各】垂検定試験合格状況
［国家占天王換］
・堪ノト情報技術者棚
・ITパスポート腸
［検定試験］
・全商情報処理検定試験
ビジネス情報部門1級

2級
プログラミング部門2扱
－ビジネス文書実務検定試験1
′′　　速度部門1級

●集術音β
★★活動報告★★
8月　全回高等学校

名
名

名
名
名
名
名

級

総合文化祭美術工芸
ヒして参カ‖部門実行委艮として参カ‖

11月J銭貨県高等学校‡患「†文化祭出場
2月　日野町必佐公民l泊で作品展開催
3月　成安造形大学で作品展開催
★★7舌勤状況★★
毎週3日、主に滋賀県高等学層職合文化
祭出品に向けての作品製作をしています。
今年度も本校美術部の作品展を開催しま
した。また、成安迫形大学をおf旨りして本
校を中心にした作品展を開催しました。

●文芸部
校内所動としては、例年j慮り文芸誌「S
t o ria」を4回発行。対外的には、
ぴわこ紀文に全力をかたむけたR27年度
でした∩
7月28日から31日まで、冶】島
れたびわこ総文に運営要員とし
文学散歩びわこコースでは、船

、
ゾ

か
手清

里
判

わ
　
○
も
っ
だ

行
加
お
ま
た

で
参
で
集
い

市
て
と
ら
も

し展示しました。

●手蔓部
一再l肋は、手芸部全体としては、水昭日
と金曜日を中心に被服室でおこなってき
ました。
文化祭では、作品や活動の様子がわか
る写真を模】色紙で掲示発表をしました。
平成Z7年度‾ごは、生徒の作品でぁる「毛
糸で編んだ花飾り」や「フェルトで作っ
たタンポボ」・「紙‾ご作ったカーネーショ
ン」を一筆校に飾りました。
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早
い
段
階
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
必
要

進
路
指
導
課
　
主
任
　
楠
亀
　
博
美

就
職
は
引
き
続
き
好
調

現
在
の
本
校
の
進
路
状
況
に
つ
き
ま

し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

ず
、
こ
の
3
月
に
卒
業
し
た
生
徒
の
就

職
の
状
況
で
す
が
、
就
職
希
望
者
は
学

校
斡
旋
が
6
5
名
、
公
務
に
就
い
た
も
の

が
1
名
、
縁
故
等
の
学
校
斡
旋
以
外
が

2
名
の
計
朗
名
で
、
全
員
が
無
事
就
職

で
き
ま
し
た
。
2
年
続
け
て
前
年
度
を

上
回
る
求
人
を
い
た
だ
き
、
特
に
製
造

業
の
生
産
労
務
に
か
か
わ
る
仕
事
を
希

望
す
る
生
徒
に
は
余
裕
の
あ
る
就
職
試

験
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
県
内
求
人
は
、
求
人
件
数

2
3
7
件
、
求
人
数
が
2
9
3
件
で
、

求
人
件
数
は
前
年
度
比
の
1
．
1
倍
、
求

人
数
は
1
．
〇
5
倍
と
な
り
、
多
く
の
求

人
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
校
の
生
徒
の
多
く
は
出
来
る
限
り
地

元
企
業
に
就
職
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
学
校
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
生
徒
の
希
望
に
即
し
て
地
元

企
業
の
求
人
開
拓
を
一
層
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
窓

会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎平成27年度卒業生進路状況
進　 路　 区　 分 ビジネス ヒューマン マノけメディア アカデミック 合　 計

進 学

四年 制大学 l 2 l 15 19

短 期大学 0 6 l 5 12

専 修 ・各種学校 6 5 9 14 34

小　　 計 7 13 皿 3 4 6 5

就 職

学　 校　 紹　 介 2 7 15 18 5 65

自 営 ・縁 故・その他 l 0 l 0 之

公 務 員 l 0 0 0 l

小　　 計 2 9 15 19 5 68

就 職地

町　　 内 5 4 7 l 17

県　　 内 2 3 皿 12 4 50

県　　 外 ロ 0 0 0

l

l

職 種

事　　 務 6 2 l 10

販 売 ・サ ービス 2 l 0 0 3

生 産 労務 19 10 1る 4 49

そ の 他 2 2 2 0 6

他

∋9 ■●；

幸
せ
な
こ
と
に
、
こ
こ
数
年
は
右
肩
上

が
り
で
多
く
の
求
人
を
い
た
だ
け
る
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
2
0
1
2
年
の

求
人
件
数
が
9
3
件
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

す
る
と
今
年
度
は
約
2
．
5
倍
の
増
加
率

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
校
生
に
と
っ
て
求
人
数
が
増
え
る

と
「
就
職
し
や
す
く
な
る
」
「
自
分
に
あ
っ

た
仕
事
に
就
き
や
す
く
な
る
」
な
ど
良

い
面
が
み
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
こ
こ
数

年
の
雇
用
情
勢
の
変
化
か
ら
、
働
く
こ

と
に
つ
い
て
し
っ
か
り
意
識
づ
け
が
で

き
て
い
る
生
徒
が
い
る
一
方
、
高
校
3

年
生
に
な
っ
て
も
漠
然
と
「
進
学
す
る
」

「
就
職
す
る
」
と
だ
け
し
か
考
え
て
い
な

い
生
徒
も
い
ま
す
。

現
在
は
雇
用
の
多
様
化
が
進
み
転
職

の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
規

雇
用
で
就
職
し
、
早
期
離
職
が
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
高
校
の

進
路
指
導
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
が
働
く
意
味
を
し
っ
か
り
と
ら

え
、
自
ら
の
将
来
を
見
据
え
、
ど
う
い

う
職
業
に
就
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
進
路
選
択
が
必
要
な
の
か
な

ど
の
自
分
の
将
来
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
学
習
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）
　
を
高

校
の
早
い
段
階
か
ら
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

本
校
で
も
、
高
校
低
学
年
す
な
わ
ち

1
年
生
の
段
階
か
ら
働
く
こ
と
や
学
ぶ

こ
と
の
意
味
や
意
義
を
深
め
て
い
く
学

習
や
外
部
講
師
に
よ
る
進
路
講
話
、
地

域
社
会
と
関
わ
る
取
り
組
み
と
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

早
い
段
階
か
ら
進
学
へ
の
意
識
づ
け

次
に
進
学
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
、

高
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
人
試
が

一
体
と
な
っ
た
改
革
が
行
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
入
試
の
形
態
も
今
ま
で

以
上
に
多
様
に
な
り
、
そ
の
方
向
性
を

ふ
ま
え
、
柔
軟
で
適
切
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
個
々
の
生

徒
が
自
分
の
特
性
を
理
解
し
た
う
え
で
、

学
校
、
学
部
だ
け
で
な
く
、
ど
の
入
試

形
態
で
受
験
す
る
か
を
決
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

低
学
年
の
段
階
か
ら
進
学
に
対
す
る
意

識
づ
け
を
行
い
、
し
つ
か
り
し
た
準
備

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
進
学
の
支
援
を

目
的
と
し
て
い
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
系
列

で
は
放
課
後
の
補
習
の
時
間
に
系
列
独

自
の
進
路
学
習
を
実
施
し
、
学
部
、
学

科
研
究
や
入
試
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
以
外
で
進
学
を

希
望
す
る
生
徒
に
対
し
て
は
、
資
格
取

得
を
進
学
に
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
を

各
系
列
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

就
職
、
進
学
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
な
い
進
路
選
択
を
生
徒

自
身
が
で
き
る
よ
う
に
、
き
め
細
か
な

指
導
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
本
校
生
徒
の
進
路
実
現

に
向
け
て
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
編
集
後
記

○
日
野
駅
改
修
（
6
面
）
が
そ
の
後
、
新

た
な
展
開
。
「
駅
舎
百
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
」
が
1
0
月
1
日
に
行
わ
れ
、
蒲
田

良
順
さ
ん
　
（
3
面
）
　
が
駅
の
歴
史
に
つ

い
て
講
演
。
駅
前
共
栄
会
な
ど
に
よ
る

バ
ザ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
で
保
存
改

修
へ
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
‖
月
着
工
で
年
度
内
完
成
に
向
け

て
全
国
の
鉄
道
フ
ア
ン
な
ど
一
般
か
ら

の
寄
付
も
募
集
中
。
詳
細
は
町
企
画
振

興
課
へ
。

○
朝
ド
ラ
「
と
と
姉
ち
ゃ
ん
」
　
の
『
暮
ら

し
の
手
帖
』
　
の
よ
う
な
高
い
理
想
か
ら

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
紙
も
広
告
を

載
せ
て
い
ま
せ
ん
。
発
行
協
力
金
は
大

切
な
財
源
で
す
。
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
。

漂
泉
同
窓
会
役
畠
の
招
介

本
会
の
役
員
は
2
年
任
期
の
た
め
、
原
則
と
し

て
昨
年
度
の
方
に
引
き
続
き
役
員
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

任
期
は
平
成
2
9
年
3
月
ま
で
で
、
今
改
選
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
役
員
に
立
候
補
さ
れ
る

方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
学
校
事
務
局
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。
自
立
候
補
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

渓泉同窓会歴代会長一覧（敬称略）

19 5 1 ～ 19 5 5
（昭 2 6 ～ 3 0 ）

＊谷　　　 雄 治

1 9 5 6 －、 19 5 8 ＊高 井　　 敏 夫
（昭 3 1 ～ 3 3 ）

1 9 5 9 一－ 19 6 3 中 川　　 良 男（昭 3 4 ～ 3 8 ）

1 9 6 4 －、 19 6 5 ＊吉 村　　 圭 司
（昭 3 9 ～ 4 0 ）

1 9 6 6 一－ 19 6 8 ＊徳 田　　 二 郎
（昭 4 1 ～ 4 3 ）

1 9 6 9 ′－ 19 7 4 ＊山 口　　 達 雄
（昭 4 4 ～ 4 9 ）

1 9 7 5 － 2 0 10
（昭 5 0 ～ 平 2 2 ）

住 井　　 貴 之

2 0 1 l ～ 現 在
（平 2 3 ～ ） 門 坂　　　 剛

（＊印は故人）

常 任 幹 事

昭 和 5 3 高 G J増　　 資 一

昭 和 5 4 高 F 望 主　 昭 久

昭 和 5 7 高 A 藤 岡　 辰 美

昭 和 6 】高E ・ 加 納　 治 夫

昭 和 6 沌 ㊥ 曽 羽 真 由 美

平 成 6 高宅 ・ 円 上 真 由 美

平 成 12 高＠ ・ 吉 田　 昌 代

平 成 14 高③ 外 池　 亮 子

平 胤 Z2 高圧 ・ 園 出　　 巧

庶　　 務

昭 和 4 Z 高 b 外 地　 十 三

昭 和 5 1 高 C 伊 藤　 敦 子

！ ：‡． ≡ 加 藤　 和 幸

会　　 計
昭 和 4 1 高 A 辻　　 忠 夫

昭 和 4 6 高 B 竹 村 卓 久 夫

会 計 監 査
昭 和 3 7 高 寺 澤　 清 穂

昭 如 0 高 C 小 林　 友 子

校　 内

事 粍 局

教 務 主 任 秋 永　 尚 哉

渉　　 外
藤 永　　 茂

伊 吹　 美 子

会　　 長 昭 和 4 2 高 C 門 坂　　 刑

副 会 長
昭 和 3 9高 C 藤 澤　 政 男

昭 和 4 4高 E 西 田 三 枝 ′

．‾「＝　　　 ＝．こ

校　　 長 吉 澤　 松 美

昭 和 2 5 高 北 村　　 誓

昭 和 2 7 高 橋 本　 芳 邦

昭 和 2 8 高 住 井　 器 之

昭 和 3 2 高 岡　　 光 利

常 任 幹 事

昭 和 3 8 高 京 川　 愛 子

昭 和 3 9高 D 藩 島 美 代 子

昭 和 4 1応 B 岡　 萱 志 発

昭 和 4 4高 A 飛 川　 文 雄

昭 和 4 8高 E 矢 島　 孝 男

昭 加 8高 F 森 口　 雄 司

昭 和 4 瞞 A 沢 田　 長 男

昭 和 5 痛 E 外 池 多 淫 彦

昭 和 5 2高 C 瀬 川　 全 集

昭 和 5 Z高 E 市 川　 随 一

昭 和 5 3高 D 小 澤　　 騰


